






要約：昨年,肥満治療中の脂肪量の変化の告知は,心理的支援になる事を報告した．今回,

血清脂質の検討を加えたが,動脈硬化危険因子の改善は不十分であった.また,治療中断者

に病院より治療継続を勧める連絡をとる事で,再来受診率は 50%から 85%に増加した.肥満

治療には,医療側からの頻回積極的な介入が必要である.一方,自己注射の必要な成長ホル

モン欠損症とインスリン依存型糖尿病(IDDM)では,民間療法等の指示以外の試みをしてい

るのは IDDM 患児に多く見られた.IDDM 患児および家族に対する心理的負担の軽減を目的

とした指導が必要である．


